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今号のTOPICS
●表紙　赤い羽根共同募金
●２頁　こどもまつり
　　　　復興支援すまいるバザー
●３頁　家族介護者交流事業
　　　　福祉機材の貸出
●４頁　寄附報告

街頭募金協力団体
クラブしっきーず、ボーイスカウト志木第一団、志木市老人クラブ連合会、志木市連合婦人会、志木市内ボランティア・
福祉関係団体、志木市社協役職員

カパル缶バッジプレゼント！
◀赤い羽根共同募金に３００円以上のご寄
附をいただいた人に、志木市社協障がい者
通所施設で作成したカパルくんのオリジナ
ル缶バッジをプレゼントいたします。
（ 無くなり次第終了となりますのでご了承
ください）
受付場所：総合福祉センター１階総合窓口
　　　　　市民会館１階受付

赤い羽根共同募金にご協力をお願いいたします！
　10月 1日から 3月 31日の間、共同募金運動を実施しています。
　志木市内でお寄せいただいた募金の 50％は志木市社協に配分され、町内会等で行われる世代間交流事業
への助成やボランティア団体など福祉団体への支援等に役立てられます。
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「こどもまつり」を開催します！
児童センター・宗岡子育て支援センター・宗岡地区学童保育クラブ共催事業「こどもまつり」を開
催します。「ミニ縁日」、「パネルシアター」、「大道芸ミニショー」など楽しい企画を用意しています。

とき／１１月２５日
　　　　　　　　　１２時３０分～１４時３０分

ところ／児童センター・宗岡子育て支援センター
　　　（総合福祉センター３階）

バザー物品のご提供をお願いします！

★ご提供いただいた物品の収益は、全額義援金として被災地に贈られます。

受入物品／日用品、雑貨、贈答品（未使用品のみ）

※食品、電化製品、大型製品、介護用品はご遠慮願います。

受付方法／総合福祉センター１階総合窓口まで直接持参ください。

受付期間／ 11月 30日（金）まで

問合せ／総合福祉センター　０４８－４７５－００１１

問合せ／児童センター　０４８－４８５－３１００

復興支援すまいるバザー

とき／12月8日（土）10時～13時
ところ／総合福祉センター１階（志木市上宗岡１－５－１）
  同日、１階ホールで「障がい者理解促進事業（志木市主催）」が開催されます。

復興支援物産展も

開催します !!

日

☆大道芸ミニショー☆
出演：立教大学
ボランティアサークル「どりぃむ・ぼっくす」

　赤鼻のキャラクター「クラウン」が、
不思議で楽しい世界へ案内します

☆パネルシアター☆
出演：文京学院大学
パネルシアターサークル「ピノキオ」

　特殊な紙に絵を描いて切り取り、
パネルに貼りながら歌ったり、お話
ししたりします。

☆ミニ縁日☆
●輪投げ●ボール入れ
●ヨーヨー釣り
●タコ取り合戦●くじ引き
協力：PaPa’s（お父さんの会）
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問合せ／地域福祉担当　０４８－４７４－６５０８

募集 　

「かあちゃんが倒れた！」 「身内に介護が必要になったら」
家族介護者交流事業として志木介護する人を支える会と共催で、介護落語と介護講演を開催します。

と　き／11月 22日 ( 木 )
　　　　13時 30分～ 15時
ところ／総合福祉センター 401会議室
内　容／介護落語と介護講演
対　象／市内で介護をしている介護者
　　　　介護の不安を抱えている人
　　　　介護者支援に関心のある人
参加費／無料
定　員／ 50人
申込み／11月 15日 ( 木 ) までに
　　　　地域福祉担当　
　　　　☎ 048‒474‒6508

募集 　　　　
福祉機材の貸出を行っています！

地域の皆さまからお預かりした会費を財源として、福祉機材の貸出事業を行っています。
旅行先で車椅子を使いたい人、購入前に一度使ってみたい人などいらっしゃいましたらお問い合

わせください。貸出期間は最大６か月です。

利用できる人・団体 用途 貸出機材 利用料（月額）

・市内に居住する会員※１ 介護・介助の必要な
人が使用する場合

・車椅子 1,000 円
（１週間以内の利用は無料）

・ポータブルトイレ
・シャワーチェア
・バスボード
・シルバーカー
・スロープ
・デジタル録音図書再生機

100円

（１週間以内の利用は無料）

・町内会、婦人会、
　老人クラブ、子ども会
・福祉関係施設など※２

福祉教育活動を行う
場合

・車椅子
・視覚障がい疑似体験セット
　（白杖及びアイマスク）
・高齢者疑似体験セット

無料

・町内会
・ボランティア団体
　及び福祉関係団体※３
・その他市内団体※２

地域福祉活動を行う
場合

・車載拡声器セット

・会議用机
無料

　※１　普通会員（500円）、賛助会員（1,000 円以上）が対象　　※ 2　特別会員（5,000 円以上）が対象
　※３　賛助会員（1,000 円以上）が対象　

介護落語 「かあちゃんが倒れた！」

公演者／吉
よしわら

原 朝
ちょう

馬
ば

さん（落語家）
1949 年生まれ千葉県出身。
昭和 43年十代目金原亭馬生に入門。
昭和 57年に国立劇場新人賞金賞を受賞し、
昭和 57年に四代目吉原朝馬を襲名。
真打に昇進。
芸術座「たぬき」山田五十鈴・来舞抄など
舞台出演多数。

介護講演 「身内に介護が必要になったら」

講演者／NPO法人UPTREE（アップツリー）　代表理事　阿
あ く つ み え こ

久津美栄子さん
1967 年生まれ長野県出身。
関西在住時、遠距離両親介護と子育てを同時に経験、その経験から現在の原点となる家族
の介護をする人の支援団体NPO法人UPTREE を立ち上げる。
日本発介護者のための手帳「介護者手帳」を製作。
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編
集
後
記

社協だよりはCD版（音声のみ）もありますので、ご希望の人は地域福祉担当へお申し込みください。 「ふれあい」は
再生紙を使用しています
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最
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い
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た
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。
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福祉事業寄附者　 （受付順、敬称略、単位：円）
寄附者 (団体 ) 金額

志木おやこ劇場 5,810
志木市ゴルフ連盟 70,000

　　【以上の寄附は、
　　８月 1日～９月 30日までのものです。】　　

▲右から
　志木市ゴルフ連盟会長　宮原優様
　　　　　　志木市社協　谷合会長

▲日頃の練習の成果を充分に発揮し
　会場内が和やかな雰囲気となりました♪

報告　8/27 ボランティア体験プログラム
　　　　　　　　「福祉学園」 ふりかえりの会
　夏休み期間中、市内の福祉施設やボランティア活動団体
の皆さまのご協力のもと「福祉学園」を実施し、84人がボ
ランティア体験をしました。体験後に行われたふりかえり
の会では、参加した皆さんがボランティア体験を通して学
んだことや考えたことを話し合い、発表を行いました。

ボランティア体験先 体験した感想

保育園
子ども達とうまくコミュニケーションを取るのが難しかったけれど、だんだん
慣れてきて、笑顔で積極的に活動することができました。子どもに積極的に関わ
らないと、子どもとの距離が近くならないことに気づかされました。

日本語教室
（外国人に日本語を教
えるボランティア）

町で不安そうな外国の人や迷っている人を見つけたら積極的に声をかけたい。

高齢者施設 認知症の人や耳の不自由な人がいる中で、名前、性格などを覚えて仕事をする
のは大変だが、やりがいのある仕事だと思った。

報告 　
　　　　9/17 ～ 9/18

「志木彩愛クラブまつり」
　志木市老人クラブ連合会と社会福祉協議会の共催事業と
して「志木彩愛クラブまつり」を開催しました。総合福祉セ
ンター１階ホールで芸能発表を、２階福祉センターで作品展
示会を行い、２日間で１,０００人以上の人が来場しました。

皆様の真心ありがとうございました皆さまの真心 皆様の真心ありがとうございました
ありがとうございました


